
留学だより No.8 

１. こんにちは 

お久しぶりです。オーストラリアQLDのゴールドコーストに留学中の15期の亀田です。

最近はいろいろ忙しく、前回の留学だよりからだいぶ時間が経ってしまい、久しぶりの更新

となります。その分この一か月はとても濃いものだったので、今回はこの一か月であったこ

とを自由に(ダラダラと)書いていこうと思います。だいぶまとまりのない文章になっている

と思いますが、最後までお付き合いいただけると嬉しいです。 

 

２. マネージャーの仕事 

ホストブラザーが所属していたフットボールのチーム

のマネージャーを 4 か月ほどやっていたのですが、先日

のシーズン終了とともにその仕事が終わってしまいまし

た。ホストファザーがコーチ、私がマネージャーという形

で、私は試合中の子どもたちの交代やウォームアップの

メニューを考えて実行するような仕事を任されていまし

た。ホストブラザー以外の子ども達ともとても良い関係

で大好きなチームだったので、もう彼らに会えないと思

うと寂しいです。それと同時に仕事をやり切ったという達成感もあります。最後には子ども

達の親御さんから大きい箱のチョコレートを頂いてしまいました。 

私がせっかく留学に来たのでボランティア的な活動をしたいと言っていたので、非常に

やりがいがある仕事を与えてくれたホストファザーには感謝しかありません。間違いなく

貴重な経験になりました。 

 

３. 誕生日 

私の誕生日があったのでファミリーに祝ってもらいました。

父母弟からは Newcastle のトレーニングパーカーを頂きまし

た。公式ショップから買ってもらったきちんとしたもので、こ

れ以上ないくらいのプレゼントです。Newcastle の試合を観戦

する時は必ず着ています。ホストシスターたちからはスポーツ

ショップなどで使えるギフトカードを頂きました。ラグビーチ

ームの帽子が欲しかったのでそれを買うために使わせていた

だこうと思っています。夜にはホストシスターがケーキを作っ

てくれて、最高の誕生日になりました。私の誕生日の翌日はホ

ストファザーの誕生日で、２日連続のパーティとなりました。

私からはゴルフ関連の品と、筋トレのお供としてプロテインバーを贈りました。  

チームの子供たちに引っ張られる私 



４. フットボール観戦 

フットボールのオーストラリア代表は、アジア最終予選の中

で、日本と同じグループに入っています。日本代表が 7-0 で中

国を破ったのと同じ時間に、オーストラリア代表はゴールドコ

ーストのスタジアムでバーレーンと対戦していました。レッド

カードがあったこともあり、1-0 でオーストラリアは負けてし

まいましたが、内容は面白い試合だったので満足です。 

オーストラリア代表はその後のインドネシア戦でも引き分けに終わり、崖っぷちの状況

です。10 月 15 日には埼玉スタジアムにて日本代表と対戦します。もちろん日本代表には勝

ってほしいのですが、オーストラリアにも頑張ってほしいのでどちらも応援しようと思い

ます。 

 

５. Magpie に襲われかけた話 

前回の留学だより No. 7 のクイズの正解発表にて「オースト

ラリアには Magpie という鳥がいて、時々人間を襲うのでヘル

メットに結束バンドをつけて対策しているんですよ!!」と偉そ

うに書いておきながら、大変お恥ずかしいことに先日 Magpie

に襲われかけました。Magpie が他の鳥を攻撃しているところ

を眺めていたら急に方向を変えてこちらにやってきて頭をつ

つかれかけました。それほど大きくないのでカラスのような

恐怖はないのですが、速いのでこちらに向かってきたときは

相当びっくりしましたね。幸運なことに、あの Magpie はしつ

こくなかったので少し離れたら許してくれましたが、なかなかに危険を感じた経験でした。

若干トラウマです。皆さんも Magpie Attack にはお気をつけください。 

 

６. 納得いかないこと 

ホストブラザーと、相手が描いた絵を見て、それが何かを当てるゲー

ムをしていたのですが、私が描いた絵を右に示します。何に見えますか？

私はスイカのつもりで描いたのですがどうでしょうか。私は絵が壊滅的

に下手な自覚がある私ですが、ホストブラザーにもわかるようにそれな

りにうまく描けたと自負する自信作です。それにも関わらず、ホストブ

ラザーにも、さらには他のファミリーや友達の大多数にもこの絵が伝わらなかったのです。

みんな口を揃えて「言われればわかるけど、スイカは緑と深緑だからわからなかった」と言

うのですが、「別に黒でも形とか模様からわかると思うんだけどなぁ」と思ってしまいます。 

これは国が違うことによる色の感覚の違いなのか、それとも私の絵が下手過ぎてそれを

フォローするために色のせいにしてくれているのか、、、。前者だといいのですが、、、。  

かわいい見た目に反して凶暴

です(体験談) 



７. ホストマザーのご実家へ 

(ⅰ)長旅 

ホリデーを利用して、ホストマザーの実家がある Gin Gin という

場所へ連れて行ってもらいました。Gin Gin はゴールドコーストか

ら 400km ほど離れた場所にあり、車で 7 時間程です。周りの景色を

楽しみながら行けば 7 時間はすぐだろうと思っていたのですが、

Gimpy という比較的大きな街を過ぎたあたりから景色が全て林か

荒地か農場になってしまい、とても長く感じました。 

 

(ⅱ)ホストグランドファザー・マザーの家で 

ホストマザーのご両親。言うなれば、ホストグランドファザーと

ホストグランドマザーに温かく迎えてもらいました。家では特にす

ることもなく、みんなで話したり、犬の散歩をしたり、ドライブに

連れて行ってもらったりと、ホストブラザーの遊びに付き合わされ

た時以外はリラックスした時間を過ごすことができました。お二人

からは昔のお話をたくさん聞かせていただきました。私はホストグ

ランドファザーに、彼が唯一知っている日本語である「コンニチハ」

と終始呼ばれていました。彼は私が今まで出会った人のなかで一番

オーストラリアを体現している方だと思います。オーストラリア訛

りが激しかったのですが、割と聞き取れたので耳がオーストラリア

英語に慣れたのだなと実感しました。 

ドライブでは Boolboonda Tunnel という、コンクリートなどを使

用していない QLD で一番長い 192m の地面がむき出しのトンネル

を見に行きました。調べてみると面白い歴史があるのですが、長く

なるので割愛します。コウモリがたくさんいることもあるそうで

すが、残念ながら見ることはできませんでした。 

  

農場にいる牛 

Boolboonda Tunnel 

家で飼われていた犬。 

彼の名前も Rocky です。 

とても賢いワンちゃんでした。 

自然が素晴らしい場所です 



(ⅲ)帰路 

2 泊 3 日で滞在させていただいたのですが、あっという間に

時間が過ぎてしまいました。帰り際にホストグランドファザー

から、書庫にある本はどうせ処分するものだから好きなだけ持

って行っていいと言っていただき、4 冊ほどいただいてきまし

た。オーストラリアの民族伝承や歴史をまとめた本(というより

辞典や論文いった言葉が似合います)や、化学や生物の本をいた

だきました。「おい、コンニチハ!!もっと持っていけ!!」と言われ

たのですが、日本に持って帰るときに重くなってしまうので遠慮しておきました。 

帰りはブラザーと車の中でポテトチップスを食べて、あとはほとんど寝ていました。その

ため帰りは意外とあっという間でしたね。 

 

８. NRL・AFL ファイナル 

私の週末の一番大きな楽しみだったラグビーと AFL のシーズンがとうとう終わってしま

いました。シーズンが終わった後にはリーグの上位８チームによるトーナメント戦が行わ

れ、白熱した試合が繰り広げられました。野球でいうとクライマックスシリーズや日本シリ

ーズといった感じでしょうか。 

ラグビーは私が特に応援していた Brisbane の Broncos と Gold Coast の Titans がどちら

もトーナメント戦に進出できなかったので、代わりに North Queensland の Cowboys を応

援していましたが、Cowboys も先日負けてしまいました。 

AFL は一番好きな Brisbane の Lions がファイナルに進出した

ので、Lions のユニフォームを着て応援していました。Lions は

リーグ 5 位だったのですが、順調に勝ち切って優勝しました。

準々決勝は 105-100、準決勝は 95-85 という最後まで緊張感あ

る試合で、見ていてとても楽しかったです。決勝は 120-60 とい

う圧勝で、一時は 70 点差がつくほどの一方的な試合でした。 

また、上位８チームでトーナメント戦をするということで、1 位と

8 位、2 位と 7 位のように対戦していって 1 回負けたら敗

退という一般的なトーナメントを想像していたのですが、

実際はもっと複雑な方式で行われています。右は NRL の

ファイナルのトーナメント表です。1 位から 4 位に入った

チームは 3 連勝で優勝、初戦で負けてもそのあと 3 連勝す

れば優勝できます。その一方で 5 位から 8 位のチームは敗

者復活がなく、しかも優勝には 4 連勝が必要なのでかなり

厳しいです。AFL も同じ方式です。5 位から優勝した Lions

のすごさが分かっていただけでしょうか。ちなみにホストファザーはこの方式が気に入ら

Lions 優勝の瞬間 



ないようで、1~4 位と 5~8 位の条件の差が大きすぎるのと、敗者復活があるのが嫌だそう

です。私は上位チームによるレベルの高い試合の数が普通のトーナメント形式より多くな

るので、この形式は割と気に入っています。 

ラグビー・AFL 観戦は私がホストファミリーと良い関係を築くことが出来た一番の要因

だと思っています。同じチームを応援することで気持ちを共有でき、試合の後には話題の切

り口にもなりやすいからです。フットボールも含め、やはりスポーツの力は偉大だと改めて

感じました。また、こちらでの私の一番の趣味でもあったので、ラグビー・AFL がもうファ

ミリーと一緒に見ることができないことはとても寂しく感じます。その代わりに、ホストフ

ァザーとの Premier League 観戦にこれまで以上に精を出していきたいです。 

 

９. オーストラリアクイズ 

前回はオーストラリアの特有の表現に関する問題でした。以下が解答です。何問正解でき

たでしょうか。 

1. Barbie バーベキュー         2. Avo アボカド    

3. Arvo 午後(Afternoon)         4. Brekkie 朝ご飯(Breakfast)の略 

5. Bikkie ビスケットやクッキー     6. Snag ソーセージを食パンで挟んだ食べ物 

7. Maccas マクドナルド 

8. Mozzie 蚊(Mosquito)の略、“Mozzie Spray”で「虫よけ」 

9. Sunnies サングラス          10. Footy フットボール、普通は AFL のこと 

11. Chook ニワトリ 

12. Bugger!! 「くそっ!!」のように悔しがるときに使う 

13. Sooky la la 泣き虫、ブラザーが泣くときにマザーが “Don’t be sooky la la”とよく言う 

14. G’day Good day の略、“G’day, mate”はオーストラリア定番の挨拶 

15. No dramas! カジュアルにどういたしまして、“No worries”もよく使われる 

 

それでは今回の問題です。私はスポーツ観戦が趣味なのでオーストラリアの国歌を聞く

ことがよくあります。飽きるほど聞いたのでほとんど覚えてしまいました。では、オースト

ラリアの国歌のタイトルは何でしょう？先述の通りオーストラリア代表がサムライブルー

と対戦するので、その時までに是非調べてみてください。 

 

今回も留学だよりを読んでいただきありがとうございまし

た。最後のスクールホリデーも終わり、いよいよ最終学期の

Term 4 が始まりました。私の留学生活も後 2 か月です。最後

まで頑張って走り抜けたいと思います。それではまたお会い

しましょう！ 

15 期 亀田 


